
 

 

 

 

 

～保護者の方もご覧ください。学校ＨＰにも掲載しています～ 

 

 

 

気温の上昇とともに「熱中症警戒アラート」が発令されること 

があります。屋外・屋内問わず、“のどが渇いた”と感じる前に、 

意識してこまめに水分補給を行いましょう。のどが渇いたと 

思った時には、遅いくらいだと思っておいて良いでしょう。 

熱中症予防として、「規則正しい生活を送ること」が大切です。「早寝・早起き・ 

朝ごはん」を継続して、バランスのよい食事やしっかりとした睡眠をとり、熱中症に 

ならない、丈夫な体づくりをしましょう。 

 また、「のどが痛い」という生徒が増えてきました。夏風邪が流行しているようです。 

引き続き手洗いうがいを続け、咳やくしゃみが出る場合は咳エチケット（マスク着用

やハンカチで口元をおさえる等）の協力をお願いします。 

＊体調が悪い時は、無理に登校せず、自宅で休養しましょう。 

 

 

 

 

 

保健だより６月号でもお知らせしていましたが、万が一、 

熱中症の疑いがあると判断した場合は、学校で準備している 

経口補水液 OS-1（大塚製薬）の服用等を含めた救急処置を行います。 

また、学校向けの抽選で当選した「塩分チャージタブレッツ」を、 

必要に応じて使用することもあります。毎年準備できるものでは 

ありませんのでご了承ください。 

塩分チャージタブレッツについての詳細はホームページをご参照の上、体調や疾患、 

その他の事情で使用を控えた方が良い場合は事前に学校までお知らせください。 

保護者の方へ…熱中症を疑う、緊急時の対応について 

令和５年７月７日 

京都市立松尾中学校 

校 長  林  秀雄 

保健室  川島 幸恵 

熱中症にならない、丈夫な体づくりをしよう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 


